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一般質問（要旨）
福
地　

源
一
郎 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

舘　
　
　

静
馬

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

梶
岡　
　

博
樹

（
み
ん
な
の
党
）

高
崎　
　
　

進 
（
公　
　

明　
　

党
）

志
賀　
　

秀
之

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村
上　
　

典
男 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

佐
藤　
　

光
雄 

（
民　
　

主　
　

党
）

石
塚　

仁
太
郎

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

萩
原　
　
　

勇 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

先
﨑　
　
　

光 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

川
口　
　

政
弥 

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

飯
岡　
　

英
之

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

福
地
源
一
郎
議
員
（
自
民
）

第
六
次
行
財
政
改
革
大
綱
で

は
、
通
常
県
債
残
高
の
抑
制

を
財
政
健
全
化
目
標
と
し
て

い
る
。
退
職
手
当
の
増
加
に

対
し
、
退
職
手
当
債
を
抑
制

し
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
財
政

健
全
化
を
進
め
る
の
か
。

総
務
部
長　

生
活
大
県
づ
く

り
を
進
め
る
各
種
施
策
の
予

算
も
必
要
で
あ
り
、
退
職
手

当
債
の
大
幅
抑
制
は
厳
し
い

が
、
貴
重
な
財
源
確
保
手
段

を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、

行
財
政
改
革
を
進
め
、
財

政
健
全
化
に
全
力
で
取
り

組
む
。

議
員　

原
発
事
故
に
よ
り

海
も
放
射
性
物
質
に
汚
染

さ
れ
、
海
洋
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
た
。
現
在
、

国
が
海
底
土
の
測
定
を
行

い
、
測
定
値
も
公
表
さ
れ
て

い
る
が
、
県
は
、
継
続
的
な

調
査
の
実
施
か
ら
公
表
、
対

応
策
ま
で
を
国
に
対
し
強
く

求
め
る
べ
き
で
は
。

生
活
環
境
部
長　

詳
細
か
つ

継
続
的
な
海
底
土
測
定
は
必

要
で
あ
り
、
測
定
地
点
や
測

定
頻
度
の
増
加
を
今
後
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
で
反
映
さ

せ
る
よ
う
国
に
強
く
求
め
る
。

（
ほ
か
に
、
県
総
合
計
画
見

直
し
、
小
中
一
貫
と
中
高
一

貫
制
度
な
ど
も
質
問
）

舘
静
馬
議
員
（
自
民
）

県
道
水
戸
岩
間
線
か
ら
偕
楽

園
表
門
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
整

備
は
、
県
都
水
戸
市
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
る
こ
と

か
ら
、
早
急
な
整
備
着
手
を

望
む
が
見
通
し
は
ど
う
か
。 

土
木
部
長　

現
在
交
通
量
調

査
や
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成

二
十
四
年
度
は
こ
の
結
果
を

踏
ま
え
計
画
案
の
作
成
に
取

り
組
み
、
地
元
と
の
合
意
形

成
や
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い

て
市
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

風
評
被
害
払
し
ょ
く

の
た
め
に
は
、
県
民
自
ら
が

本
県
食
材
の
安
全
性
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
地
産
地
消
の
日
の
認

知
度
を
高
め
、
活
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
方
策
は
。

農
林
水
産
部
長　
「
う
ま
い

も
ん
ど
こ
ろ
食
彩
運
動
推
進

協
議
会
」
や
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
外
食
産
業

や
社
員
食
堂
へ
の
活
動
拡
大

と
と
も
に
、
地
産
地
消
推
進

月
間
や
新
た
な
愛
称
の
設
定

な
ど
、
地
産
地
消
の
一
層
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
行
政
、

茨
城
国
体
の
開
催
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
議
員
（
公
明
）

被
災
住
宅
復
興
支
援
事
業
は
、

住
宅
被
害
の
み
が
対
象
と
な

る
た
め
、
液
状
化
な
ど
宅
地

被
害
や
資
金
借
入
れ
が
難
し

い
方
へ
の
支
援
を
求
め
て
き

た
が
、
市
町
村
へ
の
働
き
か

け
な
ど
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

知
事　

本
事
業
は
、
宅
地
の

み
の
復
旧
の
場
合
も
支
援
対

象
と
し
、
昨
年
十
二
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
自
主

的
に
使
途
を
決
定
す
る
市
町

村
復
興
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
を
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
、

活
用
事
例
の
情
報
提
供
な
ど

の
働
き
か
け
を
行
う
。

議
員　

大
震
災
か
ら
一
年
が

経
過
す
る
が
、
県
立
高
校
の

備
蓄
体
制
や
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
な
ど
、
学
校
の
防
災

機
能
強
化
へ
の
対
応
は
。

教
育
長　

各
校
に
発
電
設
備

な
ど
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

避
難
所
の
備
蓄
体
制
整
備
に

向
け
市
町
村
と
連
携
を
図
る
。

ま
た
、
新
た
に
市
町
村
へ
の

学
校
・
地
域
防
災
力
強
化
委

員
会
の
設
置
や
学
校
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
診
療
体
制
の
整

備
、
障
が
い
者
の
工
賃
倍
増

計
画
な
ど
も
質
問
）

梶
岡
博
樹
議
員
（
み
ん
な
）

新
年
度
か
ら
中
学
校
で
武
道

が
必
修
化
さ
れ
る
。
指
導
体

制
の
充
実
が
重
要
だ
が
、
本

県
教
員
が
わ
ず
か
三
日
間
の

研
修
で
段
位
を
取
得
し
た
こ

と
は
問
題
で
は
な
い
か
。 

教
育
長　

研
修
は
日
頃
か
ら

柔
道
指
導
に
当
た
る
教
員
を

対
象
に
実
施
し
た
。
段
位
の

認
定
は
県
柔
道
連
盟
の
審
査

結
果
に
よ
る
も
の
で
適
切
と

考
え
る
。
今
後
と
も
講
習
会

や
指
導
資
料
配
付
な
ど
に
よ

り
、
指
導
力
向
上
を
図
る
。

議
員　

県
教
育
委
員
会
委
員

か
ら
、
任
命
権
者
で
あ
る
知

事
の
資
金
管
理
団
体
に
政
治

献
金
が
行
わ
れ
て
い
た
。
法

律
的
に
は
問
題
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
倫
理
的
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

知
事　

委
員
の
任
命
は
人
格

が
高
潔
で
教
育
に
見
識
の
あ

る
方
を
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
し
て
い
る
。
倫
理
的
に

も
な
ん
ら
問
題
な
い
が
、
相

手
に
迷
惑
を
か
け
る
の
は
本

意
で
は
な
く
、
委
員
在
任
中

の
受
け
取
り
は
遠
慮
す
る
こ

と
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
政
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
知
事
の

ス
タ
ン
ス
、
原
発
事
故
に
伴

う
健
康
調
査
な
ど
も
質
問
）

　

本
会
議
は
先
着
順
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍

聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
議
会
議
事
堂
の
傍
聴
受
付
で
傍

聴
券
を
受
け
取
っ
て
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

（
傍
聴
席
は
三
百
席
で
す
。）

　

な
お
、
手
話
通
訳
の
申
し
込
み
方
法
や
、
常
任
委
員
会
や

特
別
委
員
会
の
傍
聴
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務

局
議
事
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

電　

話 

０
２
９（
３
０
１
）５
６
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９（
３
０
１
）５
６
２
９

（
分
割
質
問
方
式
）

（
分
割
質
問
方
式
）

議
会
事
務
局
議
事
課

早急な財政健全化を

偕楽園表門への誘導を

柔道の授業の様子液状化の被害を受けた住宅（潮来市）

●
質
問
者

今
後
の
財
政
健
全
化
の
推
進
は

引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む

武
道
必
修
化
に
伴
い
指
導
体
制
の
充
実
を

講
習
会
や
指
導
資
料
配
付
な
ど
で
指
導
力
向
上
を
図
る

偕
楽
園
表
門
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
整
備
は

二
十
四
年
度
に
計
画
案
の
作
成
に
着
手

被
災
住
宅
復
興
支
援
事
業
の
運
用
拡
大
は

宅
地
の
み
の
復
旧
も
対
象
と
し
て
実
施
す
る

県
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か


